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• 創薬分野におけるスクリーニング
• 再生医療における細胞移植

人工的なミニ臓器（スフェロイド）

多能性幹細胞(iPS/ES)の活用
癌スフェロイドを使った創薬への活用

• 寸法制御
• 良質・均質
• 安価に量産

が可能な
スフェロイド作製ツール
を提案

従来法の問題点をすべて同時に解決

• 莫大な開発時間とコストを大幅に低減
• 当該分野の発展を大きく加速

【新薬開発】

↓
ヒト由来スフェロイド
(ミニ臓器)の活用により
時間とコストの大幅低減

使い捨て型の３次元培養プレート
• 国内市場： 約5億円/年
• 国外市場： 50～100億円/年

iPS細胞の基本特許が切
れると、その利用が一気
に加速すると予想

ヒトによる治験

細胞レベルの
薬理・毒性試験

動物実験

↓
研究用小型キットから
自動量産システム用基板
まで計画

• 数百億～数千憶円規模
• 10年以上
• 医療費(約42兆円/年)

に反映

(1種類の薬品当たり) 

背景・想定される用途
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２次元細胞群の剥離
（液流トリガ）

劣化なし
選択的接着

＋
２次元細胞増殖

分化誘導因子添加
(細胞極性の形成・維持)

細胞接着分子つき
フッ素樹脂コート基板

iPS/ES細胞播種

数百µm

細胞群の
自発的３次元化

（スフェロイド形成）

寸法制御

1. 特願2019-125709 (2019.7)
2. PCT/JP2020/026399 (2020.7)

各国移行は日、米、欧

1) H. Togo et al., Appl. Sci., 11, 10495 (2021).
2) H. Takeuchi et al., Sci Rep., 4, 4488 (2014).

特徴と原理

500μm500μm
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実用化のイメージ

製品 製品

400µm 400µm
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滅菌・保湿パッケージのプロトタイプ

細胞接着分子液
シール

基板

ガラス板

パッケージ

（注）写真では視認性を高めるために着色した液体を使用
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細胞接着分子の寸法評価

Ave.=790μm Ave.= 801μm

剥離前（シール径測定） 剥離後（マトリゲル径測定）

±10μm

±10μm
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構成

要求事項

低刺激また
は自然剥離
する足場

非接着性マ
イクロウェル

旋回培養・
浮遊培養

ハンギング
ドロップ

３Dプリンタ
で作製

寸法制御 ◎ ○ △ ○ ◎

細胞極性の
形成・維持

○ △ △ △ ×

劣化の可能性
無

○ △ △ △ ×

特殊な装置
や手技不要

◎ ◎ △ ◎ ×

安価 ◎ ○ × ○ ×

量産性 ○ ○ ◎ × ×

↑
本技術

本技術と従来技術の比較
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実用化に向けた課題

• iPSスフェロイドから組織への誘導

• インスリン産生細胞でのグルコース応答性の
確認

• 活用方法、適用分野の実施例のラインナップ
充実のための共同研究

• キットの長期安定性（使用期限）の確認

• 量産化プロセス、自動化プロセスの開発

• ローコストパッケージの開発

• 販路の開拓
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• 薬剤スクリーニング用ミニ臓器

• 癌スフェロイドの創薬への活用

• 再生医療（細胞治療）

• 各種研究用培養キット

• Φ800μmレベルの大型オルガノイド
の可能性

想定される用途
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企業様への期待

Step1（製品化関連の連携）

• 製品化（キット化）を前提とした試作品作り等の共同研究を
実施いただける企業様との連携を希望

• 海外展開を前提に協力いただける企業様

• 活用方法、適用分野のラインナップ充実のための研究を一
緒に進めていただける企業様

Step2（販売関連の連携）

• 培養物（スフェロイド／オルガノイド）、培養キット両方の販売
をご検討いただける企業様

• 一気に市場に広げブランドを定着させることにより、他社の
参入を寄せ付けない販売力のある企業様

• ケミカル材料の技術を持ちバイオ系の製品を扱う企業様
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産学連携の経歴

• 2019年 国内出願

• 2020年 JST特許出願支援制度採択

• 2020年 PCT出願

• 2020年 JST A-STEP採択

• 2021年 JST指定国移行継続支援制度採択

• 2022年 日本、米国、欧州、移行手続き済み
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称： 細胞培養足場、その製造方法と

足場製造キット及び細胞培養物

の作製方法

• 出願番号： 特願2019-125709 (2019.7)
PCT/JP2020/026399 (2020.7)
各国移行は日、米、欧

• 出願人： 学校法人近畿大学

• 発明者： 楠正暢、武内大輝、東郷秀孝
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お問い合わせ先

近畿大学

リエゾンセンター 塚本和也

ＴＥＬ 06－4307－3099

ＦＡＸ 06－6721－2356

e-mail kazuya.tsukamoto@itp.kindai.ac.jp


